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１．１ 事業の目的と概要

【事業の目的】

・東葛飾北部地域の東西方向の道路ネットワーク強化

・市街地の交通円滑化

【計画の概要】

事業区間：野田市山崎

（野田市山崎交差点～南部工業団地入口交差点）

事業延長：０．７ｋｍ

幅 員：２５～３９ｍ

道路規格：４種１級

設計速度：６０ｋｍ／ｈ

車線数 ：４車線

事業期間：平成２４年度～平成３０年度
平成２４年度 設計・用地買収

平成２７年度 工事着手

平成３０年度 供用開始

事業費 ：約８２億円
（用地補償費 約34億円 、工事費 約48億円）

計画交通量：２６，３００台／日（平成４２年）

【位置図】

事業箇所
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１．２ 事業の目的と概要（東葛飾北部の幹線道路ネットワーク）
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１．３ 事業の目的と概要（指標） P 3

指標①
渋

滞
１１０ｍ

【指標①】クランク箇所の解消

指標②

野田市山崎交差点～国道１６号 区間延長＝０．９ｋｍ（バイパスでは０．７２ｋｍ）
事前
ピーク時平均走行速度３.２km/hでの走行時間 １７分
（H23.10.24調査）

事後
旅行速度２７．３km/hでの走行時間 １分３５秒 ⇒ 最大で約１５分短縮

野田市山崎交差点～国道１６号 区間延長＝０．９ｋｍ（バイパスでは０．７２ｋｍ）
事前
ピーク時平均走行速度３.２km/hでの走行時間 １７分
（H23.10.24調査）

事後
旅行速度２７．３km/hでの走行時間 １分３５秒 ⇒ 最大で約１５分短縮

旅行速度 ２７．３ｋｍ／時

旅行速度 ３．２ｋｍ／時

【指
標

③
】大

型
車

混
入

率
０％

大
型

車
混

入
率

２６％

指標③

【指標⑤】ボトルネック踏切の解消

踏切交通遮断量
68,552台時／日

指標⑤

【CO２削減】

ブナの木
約10万本に相当

約6.5km

指標④

【指標④】ＣＯ２削減 約０．１１万ton／年

※ 森林によるＣＯ２吸収量は、10.6ｔ-CO2/ha･年として換算
※ ブナの木１本分のＣＯ2吸収量は約１１kg-ＣＯ2/年

踏切交通遮断量
50,000台時／日未満

南部工業団地入口交差点

野田市山崎交差点

約1.0km

約1.0km

H42未整備 H42整備

【ボトルネック踏切】 ピーク時の遮断時間が40分以上、または、踏切交
通遮断量(1日交通量×踏切遮断時間)が5万台時／日以上の踏切



２．県が実施する必要性について

一般県道川藤野田線（２車線）

玉
葉

橋

新規事業対象区間（４車線） Ｌ＝０．７ｋｍ

県道川藤野田線（延伸予定区間）
（２～４車線）

一般国道16号

２～４車線
供用済

都市計画道路今上木野崎線のうち、将来県道になる予定区間の一部を県が整備する
【都市計画法 第59条第2項 により 県が都市計画事業を施行 】

【課題】 東西のネットワーク強化

一般県道川藤野田線を一般国道16号まで延伸する予定
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南部工業団地入口交差点

野田市山崎交差点

 【都市計画法】 

第１節 都市計画事業の認可等 

（施行者） 

第 59 条 都市計画事業は、市町村が、都道府県知事（第１号法定受託事務として施行する場合にあつて

は、国土交通大臣）の認可を受けて施行する。 

２ 都道府県は、市町村が施行することが困難又は不適当な場合その他特別な事情がある場合において

は、国土交通大臣の認可を受けて、都市計画事業を施行することができる。 



３．計画概要（平面図、横断面図）
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【事業概要】

整備延長 Ｌ＝0.7km
道路幅員 Ｗ＝25～39ｍ

鉄道立体横断施設 １基

（アンダーパス）

【平面図】
【横断面図】
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４．１ 現状と課題（通過交通が市街地に流入） P 6

南部工業団地入口交差点

野田市山崎交差点

：通学路



４．２ 現状と課題（道路交通上の現状と課題）

【現状の問題点】

・国道や県道等の幹線道路から野田市道１２６０号線等に通過交通
が流入している。

・ 東武野田線梅郷駅周辺が混雑し、踏切がボトルネック踏切となっ
ている。

・ 国道16号沿線の工業団地等からの大型車が市街地に流入して

くるため、梅郷駅周辺の交通及び沿道環境が悪くなっている。

【課題】

①東葛飾北部地域の東西の道路ネットワークの強化

②市街地に流入する通過交通の排除（とくに大型車）

③野田市道1260号線のボトルネック踏切（野田線第179号）の解消

④梅郷駅周辺市街地の環境負荷の低減
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５．上位政策及び全体計画との関連（総合計画での位置付け）

－輝け！ちば元気プラン「千葉県総合計画」－

【基本目標】

「経済の活性化と交流基盤の整備」

[施策の基本方向]
活力ある交流拠点都市・基盤づくり

（施策項目） 県土の基盤の充実

<主な取り組み>
「市街地における円滑な交通環境の推進」
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６．１ 優先度及び適時性（千葉県におけるｋｍあたり渋滞損失時間）

千葉県における
Ｋｍあたりの渋滞損失時間（平成18年）

P 9

※1 渋滞損失時間
：渋滞による損失を定量的に表

したもの。渋滞が無い場合の所要
時間と実際の所要時間の差が渋滞
損失時間となる。（参考：TURN 
国土交通省 H14）

千葉県では、渋滞
による時間損失が
千葉地域、葛南地
域、東葛飾地域に
集中している。



６．２ 優先度及び適時性（東葛飾北部地域の混雑度）

【参照：H17交通センサスデータ】

○交通量

○旅行速度

○混雑度

○大型車混入率

【混雑度が１．０を超える割合】

野田市内の幹線道路の７割が混雑
度１．０を超えている。

（千葉県平均 ３７．７％）

【混雑度】

混雑度１．０とは、交通量が道路の交通容量
に等しい状況をいう。

混雑度１．０～１．５の場合は朝夕のピーク時を
中心に渋滞が生じ、混雑度１．５以上の場合は
１日中渋滞する。
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混雑度１．０を超える路線を赤太線で示
した図が右図



６．３ 優先度及び適時性（ボトルネック踏切）

※野田線第179号（野田市道1260号線）は、踏切交通遮断量が５万台時／日を超えている。

（ H21調査結果 → 遮断時間：5.9時間／日 × １1,619台／日 ＝ 68,552台時／日 ）
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【緊急に対策が必要な踏切】 （全国1,960箇所）

（自動車によるボトルネック踏切） （全国1,127箇所）

H18年調査時 千葉県内４６箇所

現在（H23年9月） ４３箇所

（平成18年の国土交通省踏切交通実態総点検結果より）

【現在の状況】

・３箇所は解消

・８箇所について抜本的対策を実施中
（連続立体事業 ５箇所、街路事業 ２箇所、市事業１箇所）

【ボトルネック踏切とは】

ピーク時の遮断時間が40分以上、または、踏切
交通遮断量(1日交通量×踏切遮断時間)が5万台
時／日以上の踏切（国土交通省HPより）



６．4 優先度及び適時性（関連事業：梅郷駅周辺の区画整理事業）
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新規事業対象区間（４車線）

一般国道16号
②東新田地区

（組合）

③野田山崎地区
（機構）

①梅郷駅西
（野田市）

⑤梅の台
（組合）

④南大和田
（組合）

⑥西新田
（組合）
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Ｎｏ． 区画整理事業名 規模（ｈａ） 事業年度 事業者

① 梅郷駅西 5.2 H6～H27 野田市

② 東新田 13.7 S63～H21 組合

③ 野田山崎 57.7 Ｈ元～H18 機構

④ 南大和田 1.4 H9～H13 組合

⑤ 梅の台 6.5 S60～H2 組合

⑥ 西新田 24.2 S48～S59 組合

梅郷駅周辺で実施の区画整理事業

駅前既成市街地の整備
として、「梅郷駅西土地
区画整理」事業が展開さ
れている。



７．代替案との比較

【選定のポイント】

・第1種低層住居地域を通過

することから、地域に与える

環境への影響を重視 。

（騒音、日照、景観等の影

響が小さいこと）

・歩行者、自転車利用者及び

自動車交通への影響を

重視。（縦断勾配による交

通への影響が小さいこと）

【採用】

アンダーパス構造

※道路の利用しやすさと
地域住民に与える環境
への影響を小さくできる
工法を採用。

P 13

第１案（東武線オーバーパス案） 第２案（東武線アンダーパス案）

路線概要

縦断勾配：7.0％（歩道・車道共）
（交通バリアフリー法では歩道５％以下）

縦断勾配：5.0% ，6.0%（歩道：5.0％）
（交通バリアフリー法では歩道５％以下）

交通運用上
の問題

・歩行者および自転車利用者への
負担が大きい。

・縦断勾配が緩いので、歩行者およ
び自転車利用者への負担が少なく、
また、大型車の速度低下も少ない。

環境への
影響

・周辺環境（騒音・振動）への影響
が大きい

・以下の影響がある。
① プライバシー
② 日照阻害
③ 圧迫感

・地下水への影響を検討する必要が
ある

・周辺環境（騒音・振動）への影響は
小さい

・日照阻害や
圧迫感は無い

概算
事業費

６０億円 （※） ８２億円

（都市計画決定）※橋梁部の遮音壁等の環境保全対策は含まれていない



●費用及び便益算出の前提
基準年次 ：平成２３年
検討年数 ：供用後５０年間
社会的割引率 ：４％

●費用及び便益算出の前提
基準年次 ：平成２３年
検討年数 ：供用後５０年間
社会的割引率 ：４％

●便益の算出●便益の算出

●走行時間短縮便益
●走行経費減少便益
●交通事故減少便益

●費用の算出●費用の算出

道路整備に
要する事業費

道路維持管理に
要する費用

●費用便益分析の実施（Ｂ/Ｃ）●費用便益分析の実施（Ｂ/Ｃ）

社
会
的
割
引
率

社
会
的
割
引
率

便益の現在価値（Ｂ）便益の現在価値（Ｂ） 費用の現在価値（Ｃ）費用の現在価値（Ｃ）

現在価値の算出

８．1 経済的・社会的効果（費用便益比） P 14



８．2 経済的・社会的効果（費用便益比）

■計算条件
・基準年次 ：平成23年度
・供用開始年次 ：平成30年度
・分析対象期間 ：供用後50年間
・基礎データ ：平成17年度道路交通センサス
・交通量の推計時点：平成42年度
・計画交通量 ： 23,600（台/日）
・事業費 ：約82億円

■総便益（Ｂ）

■総費用（Ｃ）

街路事業に関わる便益は、平成42年度の交通量を、整備の有無それぞれ
について推計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。

■総便益（Ｂ）

■総費用（Ｃ）

街路事業に関わる便益は、平成42年度の交通量を、整備の有無それぞれ
について推計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。

費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

6,996 百万円

2.2

総便益

15,086 百万円

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総事業費 維持管理費 総費用

便益（Ｂ）

費用（Ｃ）

13,127 百万円 1,185 百万円 774 百万円

6,911 百万円 85 百万円

注１）便益・費用については、基準年における現在価値後の値である。
注２）費用及び便益額整数止めとする。
注３）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

P 15



つ
くば

野
田

線

野田牛久線

玉
葉

橋

野
田

橋

国道16号

我
孫

子
関

宿
線

松
戸

野
田

線

松
戸

野
田

線
（旧

有
料

）

越谷野田線

今上木野崎線

８．3 経済的・社会的効果（便益設定範囲と主要ルート） P 16

便益算定の範囲

主な便益算定のルート

【一般国道】

・16号

【主要地方道】

・松戸野田線

・野田牛久線

・越谷野田線

・つくば野田線

【一般県道】

・我孫子関宿線

野田市域
で算定



８．4 経済的・社会的効果（自転車歩行者の交通環境改善）

ボトルネック踏切（東武野田線第１７９号）前後

踏切渋滞が横
断歩道までつな
がるため、横断
者の視界を遮り、
危険な状況であ
る。

踏切には、歩道
が無いため、大
型車両の脇を歩
行者及び自転車
が入り乱れて利
用している。

梅郷駅西口に向
かう歩行者と自
転車が踏切で待
機している。

P 17

交通環境の改善が期待される



整備効果

野田市山崎交差点～国道１６号 区間延長＝０．９ｋｍ（バイパスでは０．７２ｋｍ）
事前
ピーク時平均走行速度３.２km/hでの走行時間 １７分
（H23.10.24調査）

事後
旅行速度２７．３km/hでの走行時間 １分３５秒 ⇒ 最大で約１５分短縮

８．5 経済的・社会的効果（渋滞緩和、走行性の向上、ボトルネック踏切の解消） P 18



 

図は渋滞損失時間図（下り 平日）

玉葉橋 

クランク状態の解消、鉄

道との立体化を行う。 

埼玉県と玉葉橋で繋がる道路（今上木

野崎線）の整備により、つくば野田線

等の東西方向の交通の転換を図る。 

８．6 経済的・社会的効果 （渋滞緩和、走行性の向上）

集中する交通の分散化

P 19

野田橋下付近（つくば→野田方面）

渋滞損失時間図

※図は渋滞損失時間図（平日下り車線）

東武野田線踏切（１５９号）付近

クランク状態の解消、
鉄道との立体交差
を実施



８．7 経済的・社会的効果 （医療機関への所要時間の短縮）

一般国道16号

P 20

現在のルート
所要時間27分

（混雑時）

開通後
所要時間12分

（混雑時）

野田市みずき 地区

二次救急医療機関までの所要時間

27

12

0

10

20

30

混雑時の所要時間 開通後

所要時間
[分]

分

分

15分短縮

15分短縮

小張総合病院
（二次救急医療機関）



９．財政的負担等の見通し

国費,
1/2

県費,
2/5

市費,
1/10

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

負担割合

街路事業の負担割合

国, 4,100

県, 3,280

市, 820

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

概算負担額

当該事業の負担額

単位：百万円

P 21



自動車の走行に伴う環境影響の予測結果

１０．環境の予測について

浮遊粒子状物質二酸化窒素
夜間夜間 昼間昼間

要請限度を満足
する。

振動

環境基準を満足
する。

環境基準を満足
する。

環境基準は満足す
るが千葉県環境目
標値を上回る。

騒音
大気質

P 22

注）１．予測対象時期は平成４２年とした。
２．環境基準等による評価は以下のとおりとした。
1)環境基準

①二酸化窒素：1時間値の1日平均値が0.04ppmから0.06ppmまでのゾーン内又はそれ以下
②浮遊粒子状物質：1時間値の1日平均値が0.10mg/m3以下
③騒音（LAeq)：70dB以下（昼間 6:00～22:00） 65dB以下(夜間 22:00～6:00）

2)千葉県環境目標値
二酸化窒素：日平均値の年間98％値 が0.04ppm以下

3)道路交通振動の要請限度(L10)：65dB以下(昼間 8:00～19:00） 60dB以下（夜間 19:00～8:00）



１１．環境保全措置について

自動車の走行に伴う二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の影響を低減す
るための環境保全措置

対象道路の供用開始後、沿道大気環境のモニタリングを実施し、
他の環境への影響を検討した上で、必要に応じて大気汚染対
策（初期拡散幅の増加策など）を講ずる。

自動車の走行に伴う騒音の影響を低減するための環境保全措置

対象道路の供用開始後、交通騒音のモニタリングを実施し、交
通量の状況や他の環境への影響を検討した上で、必要に応じ
て遮音壁、吸音処理、排水性舗装等を講ずる。

P 23



１２．総合的な評価

【期待される主な整備効果】
○東葛飾北部地域の東西ネットワークの強化
○物流の効率化
○市街地交通の円滑化（梅郷駅周辺）
○ボトルネック踏切（野田線第１７９号）の解消
○梅郷駅周辺の交通安全の改善
○梅郷駅周辺の環境（騒音・振動）の改善

【県の方針】

当該区間を整備することは、埼玉県と連絡する渡河橋（玉葉橋）から国道

１６号までの新たな東西方向のネットワークが構築されることになり、東葛飾
北部地域の交通の分散化が図られ、交通渋滞の緩和が期待できる。とくに
大型車等が多く流入している梅郷駅周辺の交通環境は、大幅に改善される。

また、費用便益比が２．２と便益が費用を上回っているとともに、梅郷駅周
辺のボトルネック踏切の解消が望めることから整備効果が高いと判断できる
ため、事業化を図る。

P 24



【参考資料①】 コスト縮減対策について

・東武野田線との交差（アンダー）部に、コスト縮減対策として、開削工法の採用

P 25

【非開削工法 (例）： HEP＆JES工法】 【開削工法 ： 工事桁工法】

概算工事費 ： 約24億円 概算工事費 ： 約12億円

約12億円のコスト縮減！



【参考資料②】 緊急輸送道路を補完

玉
葉

橋

一般国道16号

P 26

南部工業団地入口交差点

野田市山崎交差点
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【参考資料③】 これまでの要望経緯等について

都市計画道路今上木野崎線の整備に係るこれまでの要望経緯等について

【市長会からの要望経緯】

平成８年、平成９年 一般県道川藤野田線として、今上木野崎線の整備要望（野田市）

平成１２年、平成１３年

平成１４年～２２年 県が実施する合併支援事業の早期実施要望

【合併支援の経緯】

平成１４年１１月２７日 野田市及び関宿町合併に係る県が実施する支援事業に

位置付けられる。

（野田市・関宿町合併協議会と千葉県との協議事項）
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